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令和６年度 第８回 普代村教育委員会定例会 会議録 

委 員 会 年 月 日 令和 ６年１１月２９日 

会 議 の 場 所 普代村役場３階 第一委員会室 

開 閉 会 日 時 及 び 

宣 言 

開 会 令和 ６年１１月２９日 午前１０時００分 教育長 三 船 雄 三 

閉 会 令和 ６年１１月２９日 午前１１時４０分 教育長 三 船 雄 三 

応 （ 不 応 ） 招 委 員 

及 び 出 席 並 び に 

欠 席 委 員 

出席 ５ 名  

欠席 － 名  

議席番号 氏   名 出欠席 議席番号 氏   名 出欠席 

１ 中 村 英 伸 出 ４ 大 村 克 伸 出 

２ 熊 谷 榮 子 出 ５ 三 船 雄 三 出 

３ 畠 山 智 美 出    

 

職 務 の た め 会 議 に 出 席 

し た 者 の 職 氏 名 

職 名 氏   名 職 名 氏   名 

教育次長 道 下 勝 弘   
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議 事 日 程 及 び 

会 議 に 附 し た 事 件 

１ 開   会 

２ 挨   拶 

３ 会期の決定 

４ 諸 報 告 

 １）１１月諸報告について 

５ 議   事 

 １）議案第１号 令和６年度普代村一般会計補正予算（第６号）について 

６ 協議事項 

 １）当面する課題について 

７ そ の 他 

 １）各委員から 

 ２）１２月行事予定について 

 ３）その他 

８ 閉   会 
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会議の経過 内     容 

開   会 教 育 長  ただいまから、令和６年度第８回教育委員会定例会を開催いたします。 

あ い さ つ 教 育 長  皆様おはようございます。早いもので令和６年も残すところあと１月になりました。10 月定例会後の動

きとしては、11 月２日、３日に普代村文化祭を開催させていただきました。村民の皆様から作品、ステー

ジ発表で盛り上げていただきました。２日は雨で心配されましたが、３日は晴天に恵まれまして、昨年好

評だったミニ動物園を今回も呼ぼうとしましたが、先方の都合、ものすごく人気で呼べませんでした。そ

れでも今年は広域消防本部のご協力によりまして、はしご車体験ができ、子どもたちに人気だったようで

す。その他、三陸鉄道開業 40 周年の巡回写真展や黒埼灯台の写真、絵のコンテストなど、多くの来場者で

賑わい成功裏に終了することができました。明日は道の駅ふだいの特設会場で午前 10 時から昆布ブラザー

ズの 10 周年記念の生誕祭が行われます。県内外から多くのゆるキャラが、見たこともないゆるキャラがい

るようでございます。是非、皆様も足をお運びいただければと思います。その他、キッチンカーやフードコ

ーナーもあるようでございます。 

 11 月７日は普代中学校で、15 日は普代小学校で授業参観が行われました。委員の皆様もご参加いただ

き、ありがとうございました。12 月に入れば７日が子ども園の生活発表会でございます。委員の皆様にも

ご案内があるものと思います。そして、８日はチャリティー演芸会が社会体育館で開催されます。是非ご

参加いただければと思います。 

 衆議院選挙で遅れました村政懇談会が 27 日で無事終了いたしました。教育委員会に関しては、義務教育

学校の校名や進捗状況について説明をさせていただきました。村政懇談会に集まる皆様は子育てが終わっ

た方が多いわけですが、その中でも義務教育学校に関心を持っていただいていること感じた村政懇談会だ

ったと思います。 

 今回の定例会は議案１件でございます。令和６年度一般会計補正予算をご審議いただきます。十分ご審

議いただきまして、ご承認を賜りますようお願いさせていただき、簡単ですが挨拶とさせていただきます。

本日はよろしくお願いいたします。 
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会議の経過 内     容 

会期の日程 教 育 長 

 

各 委 員 

教 育 長 

それでは３の会期の決定に移らせていただきます。本定例会の会期を本日一日限りとすることとしてよ

ろしいでしょうか。 

 異議なし。 

 異議なしと認め、会期は本日一日限りと決定いたします。 

諸 報 告 教 育 長 

教 育 次 長 

 

教 育 次 長 

教 育 長 

中 村 委 員 

教 育 次 長 

 

中 村 委 員 

教 育 次 長 

教 育 長 

 

 

畠 山 委 員 

 

教 育 次 長 

 

４諸報告の１）11 月の諸報告について、事務局の説明を求めます。 

それでは 11 月諸報告について、説明いたします。 

 （11 月諸報告を朗読説明「説明内容は記載を省略」） 

 以上で 11 月の諸報告を終わります。 

 11 月の諸報告について、ご質問等はございませんでしょうか。 

 開校準備委員会の部会の開催案内はどうなっていますか。 

 12 月 10 日から 12 月定例会が始まりますが、定例会後に全体会議の開催についてご案内したいと考えて

いました。その前に専門部会を開催するかもしれませんが。 

 予定では 11 月の末ぐらいだった。 

 申し訳ございません。 

 11 月は１年のうちで一番忙しい時期なので、活動報告も資料の裏まできています。また、今年は選挙も

あって村政懇談会が遅れたこともございます。10 月から 11 月は教育委員会だけでなく、行政全般におい

て忙しい時期になっています。よろしいでしょうか。 

 先程の教育長のお話で、村政懇談会で義務教育学校の説明があったと聞きましたが、どのような質問が

あったか教えていただきたいです。 

 義務教育学校に関する質問は、旭日区、中央区でありました。学校建設の進捗状況と今後のスケジュー

ルについての質問でした。進捗状況については、本体工事はこれからとなりますが、今年度は多くの方々

からご協力をいただき校名が普代村立普代学園に決まったこと。建設予定地である多目的グラウンドの解 
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会議の経過 内     容 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

教 育 次 長 

教 育 長 

教 育 次 長 

教 育 長 

教 育 次 長 

畠 山 委 員 

体工事が始まり、工期は年度末までとなること。併せて、多目的グラウンドが使用できなくなりますので、

その代替場所として村民グラウンドを整地化すること。これまで多目的グラウンドを使用してスポーツ活

動や交流事業等を行っていた個人団体の方々の活動場所を確保しますということを説明させていただきま

した。 

今後のスケジュールにつきましては、開校準備委員会、専門部会等でまだまだ決めなければならない諸々

の協議事項があり、一例を挙げれば、校歌、校章、教育課程、教育年間計画、制服、体操服の選定、通学路

の調査確認、そして、閉校開校式の準備等について協議検討してまいりますということ。本体工事の工期

については、基本計画、基本設計の中で令和７年７月頃の工事着手ということをお知らせしておりますが、

工期は 18 月、完成予定を令和８年 12 月とした場合、逆算すれば着手は令和７年７月であるということ。

着手までには、入札や契約、議会の承認などの事務手続き等が必要であり、国への申請手続き、交付決定も

待たなければならないため、着手の時期が決まるのはまだ先になるものと思われます。詳細はこれからで

す。昨日、設計業者を入れた打合せを行っています。工期の 18 月についても最終確認をすることとしてい

ます。建設工事における休暇の指定がございますが、法改正により土日祝日等も休ませなければならない

こととなりました。このことから 18 月の工期が延長し、令和８年 12 月が後ろ倒しになる可能性がありま

す。現実的な工期の確認、設定が必要となっています。以上が村政懇談会での説明となります。 

土日祝日が休みになれば１年で２ヶ月ぐらいになる。 

これまでは工期に間に合わせるために土日稼ぐこともあったと思いますが、今後は法律違反になります。 

労働基準法違反になるなあ。 

現実的な工期が 18 月で良いか。 

20 月位にはなるな。 

そうなると４月開校は難しくなります。これまでの説明とは違ってくるかもしれません。 

それより前になることはありますか。 
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会議の経過 内     容 

 教 育 次 長 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

教 育 次 長 

 

 

教 育 長 

 

 

各 委 員 

教 育 長 

難しいと思います。国県との調整もございますし、また、一番危惧していることは物価の高騰です。相応

の予算を確保したとしても、その額で落札できれば良いのですが、最近の入札では不落不調が出ています。

落札とならない場合には予算を再調整した上で入札をしなければならなくなります。そうなれば更に１月

以上の後ろ倒しになります。 

予算を削って予定価格を設定しても業者が赤字になるのであれば不落になってしまう。金額を上げても

らわないと落札できません、ということが最近多くあるようです。最近の物価高騰は年５％程度資材が上

がっており、工期が長くなればその影響も出てきます。下がることはないと思います。難しい選択だなあ

と思っていました。 

総工事費は 30 数億円。国交省が公表しているデフレーター値という建設資材価格の指標がありますが、

2020 年総合から直近の指標をみると７％位上がっています。単純計算で２億円以上上がっており、更に世

界情勢の変化によっては、資材の調達、工期、金額にも影響が出てきます。 

普代村の一般会計の年間予算に匹敵する額なので。大体、普代は 40 数億円で推移していますが、本来の

財政規模は 30 億円台。そのような状況となっています。よろしいでしょうか。その他ございませんでしょ

うか。 

（「なし」の声） 

無ければ諸報告を終わります。 

議   事 

 

教 育 長 

 

教 育 次 長 

 

次に、５議事に移ります。１）議案第１号令和６年度普代村一般会計補正予算（第６号）について議題と

いたします。事務局の説明を求めます。 

議案第１号令和６年度普代村一般会計補正予算（第６号）についてご説明申し上げます。 

議案第１号令和６年度普代村一般会計補正予算（第６号）について。令和６年度普代村一般会計補正予

算(第６号)のうち、教育委員会関係予算について、委員の皆様より意見を求めるというものでございます。 

理由でございますが、令和６年度普代村一般会計補正予算（第６号）のうち、教育に関する事務に係る 
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会議の経過 内     容 

  

 

 

 

 

教 育 長 

中 村 委 員 

教 育 長 

中 村 委 員 

教 育 次 長 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

中 村 委 員 

教 育 次 長 

 

熊 谷 委 員 

教 育 次 長 

部分について普代村長に意見を申し出たいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定

により、この案を提出するものでございます。次のページは関係条文となります。３ページの参考資料を

ご覧願います。 

（予算説明「説明内容は記載を省略」） 

原案のとおりご承認を賜りますようお願いさせていただき、議案第１号の説明を終わります。 

議案第１号の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

給料が上がるということを簡単に言うと。 

人事院勧告によるもので、12 月補正は人件費が主なものとなります。 

来年度からということですか。 

それにつきましては、岩手県人事委員会委員長談話がございますのでご説明させていただきます。本年

４月の月例給については、職員給与が民間給与を平均 10,958 円 3.11％下回っていることから、これに見合

うよう給料表全体を引き上げ、その改定に当たっては、人材確保の観点から初任給を始め若年層に特に重

点を置いて引き上げることを勧告しました。特別給である期末手当や勤勉手当についても、職員の年間支

給月数が民間の年間支給割合を下回っていることから、職員の年間支給月数を 0.10 月分引き上げることを

勧告しました。この勧告に基づき本村におきましても給料表を改定するものでございます。いつからとい

うお尋ねもございましたが、本年 4 月から遡及するものでございます。 

わかりましたか。遡及して給料が上がることになります。 

今年の４月からということですか。 

今年の４月からとなりますので、その差額分も支給されます。平均 1 万円程、若年層が重点となります

ので、若い職員、初任給では 2 万円以上の差額が遡って支給されることになります。 

スポーツ推進委員の報酬がありますが、いくら位で何人ですか。 

委員は 7 名で、日額報酬となります。久慈地区のスポーツ推進委員さんの交流会があり、当初の予算に 
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会議の経過 内     容 

  

畠 山 委 員 

 

 

教 育 次 長 

畠 山 委 員 

教 育 次 長 

教 育 長 

 

畠 山 委 員 

教 育 長 

各 委 員 

教 育 長 

 

各 委 員 

教 育 長 

計上されていなかったために、今回補正で計上させていただくものです。報酬額は日額 5,500 円です。 

義務教育学校開校準備委員会の報酬の件で質問したんですが、他の社会教育委員さんとか、そういう委

員さんの報酬について伺ったときに、みんな出ているわけではないとご回答いただいた記憶があるんです

が、スポーツ推進委員さんはもともと出ているんですか。 

出ています。社会教育委員さんも出ていますが、他の委員で無報酬という委員もいます。 

教育委員会の委員には日額報酬が出ていますか。 

報酬もありますが、報償、謝礼という位置付けの委員さんもおります。 

条例で決まっているものには報酬で、準備委員会のような委員さんには会議への出席謝礼を支給してい

ます。 

ありがとうございます。 

他にございませんか。 

（「なし」の声） 

それでは質疑を終結いたします。議案第 1 号については、原案のとおり決定することとしてよろしいで

しょうか。 

異議なし。 

ありがとうございます。議案第１号については、原案のとおり可決いたしました。 

協 議 事 項 教 育 長 

教 育 次 長 

教 育 長 

各 委 員 

教 育 長 

次に、６の協議事項に移ります。１）当面する課題について、事務局の説明を求めます。 

 協議案件ではございません。 

委員の皆様からはございませんか。 

（「なし」の声） 

それでは当面する課題はなしとして、６の協議事項は以上とさせていただきます。 

そ の 他 教 育 長 次に、7 のその他、1）各委員から何かございましたらお願いいたします。 
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会議の経過 内     容 

 中 村 委 員 

教 育 次 長 

各 委 員 

 

教 育 長 

熊 谷 委 員 

 

教 育 次 長 

熊 谷 委 員 

 

 

教 育 長 

 

 

熊 谷 委 員 

教 育 長 

 

 

教 育 次 長 

教 育 長 

 学校の状況についてお話してよろしいでしょうか。 

 個人情報が含まれる内容であれば非公開といたしますが、非公開としてよろしいでしょうか。 

 異議なし。 

 （児童生徒及び教職員の状況について共有「個人情報保護のため記載を省略」） 

その他皆様から何かございませんでしょうか。 

今度の新しい学校の校歌、なかなか大変みたいですね。いつまでとか決まっているのかな。先日、テレビ

に出ていましたが谷川俊太郎さん、作詞家、小説家じゃなくて。 

詩人ですか。 

あの方が滝沢市の高校の校歌を作ったとテレビでやっていました。子どもたちが得意気に言っていまし

た。高校の校長先生がお誘いして作ってもらったと言っていました。何か縁があったんですかね。あんな

有名な詩人に作ってもらって。教育長さんは何かないですか。 

そんな有名な方は知りませんが、東高校の校歌は元オフコースの方が作った曲のようです。とても良い

曲でした。校歌というよりは、やわらかいフォークソングという感じでした。無くなるのがもったいない

感じでした。 

宇崎竜童さんがどこかの学校の校歌を作ったと聞きました。 

あれは大槌学園。阿木燿子さんが作詞して、宇崎竜童さんが作曲した。無償で作ったようです。どうして

も申し訳ないと思って謝礼をお支払いしたら、その後に数百万の寄付があったようです。前回の専門部会

では何案か出ていたようだったが。 

太田代先生の名前も出ています。 

子ども園の園歌を作った方のお父さんは、いろんな学校の校歌を作っています。岩手県の音楽の大先生

で、花巻東高校の校歌とか作っています。今もお元気で、お願いすれば作っていただけるとは思いますが、

これからの未来に向かって行く視点で考えれば、息子さんの感性も良いと思います。子ども園の園歌もと 
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会議の経過 内     容 

  

熊 谷 委 員 

教 育 長 

熊 谷 委 員 

教 育 次 長 

熊 谷 委 員 

教 育 長 

畠 山 委 員 

 

 

教 育 長 

 

 

 

畠 山 委 員 

 

 

 

教 育 長 

 

畠 山 委 員 

熊 谷 委 員 

ても良いです。昔からの校歌は難しい言葉、故事が入ったりしますから。 

 私は好きだけど。 

 １年生から９年生までいますから。校歌の意味も分からない校歌では。 

 そうですよね。ちょっと次長さんにかたくないですかね、と言われましたよね。堀内小学校の校歌が。 

 堀内小学校の校歌は私も好きですが、今の時代にどうか。 

 そう言われたんですよね。私は古いのが好きだから。 

 誰の校歌か。 

 そうですよね。子どもたちのための校歌だから。子どもたちのための学校で、子どもたちが歌うことな

ので、会議室の議論よりも子供たちの意見をもっといろんな場面で聞きたいです。学校が忙しくて難しい

のであれば、有志を集めて議論することは可能でしょうか。 

 不可能ではないが、議論するために作詞作曲の知識を持った方が必要になります。例えば、基本的に校

歌は五七五の形になります。しかし、東高校は違って現代風でした。熊谷委員さんが言っている伝統的な

校歌は五七五にはめて言葉を並べています。切れが良いので歌いやすくなります。知識を持った方がそこ

にいるのであれば有志で議論することも可能だと思います。 

 そうですね。大人が考えてもわからないことを子どもは持っていると思うので、あと校則も大人が決め

ることはどうなのかなあと私は個人的に思っています。そういったことで子どもたちの意見を反映できる、

自分たちで学校を作っていけるようになったら、これから必要な自主性や考える力がつくのかなあと考え

たりします。 

 自分たちで作ったものだから守らなければいけないという意識がそこに生まれてくるかもしれません

ね。 

 自分たちで作り上げていける学校になったらうれしいと思います。 

 体操服とかは色々な意見があるんでしょうね。何色が良いとか。  
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会議の経過 内     容 

 畠 山 委 員 

教 育 長 

 

各 委 員 

教 育 長 

教 育 次 長 

教 育 長 

大 村 委 員 

 

教 育 次 長 

 

 

教 育 長 

各 委 員 

教 育 長 

教 育 次 長 

各 委 員 

教 育 次 長 

教 育 長 

 

各 委 員 

教 育 長 

そうですね。 

基本的に普代小学校は青、中学校はえんじというのが伝統的な色だったんですが、義務教育学校になれ

ばどんな色になるか。その他皆様から何かございませんでしょうか。 

（「なし」の声） 

よろしければ各委員からは終了しまして、２）12 月の行事予定に移ります。事務局よりお願いします。 

（12 月の行事予定について朗読説明「説明内容は記載を省略」） 

12 月の行事予定について説明いただきました。この件についてご質問等はございませんか。 

二十歳のつどいの親御さんから、二十歳のつどいの連絡がないということで、大丈夫なのかなあと言わ

れましたが。 

何件かそのような声が届いています。今週末あたりに二十歳のつどい対象者あてに案内する予定として

います。出欠報告は QR コードを読み込んで報告する形になっているようです。大変遅くなり、皆様にご

心配をお掛けしております。申し訳ございませんでした。 

やり方が今までと違うようです。子ども園の生活発表会のご案内は皆様に届いていますか。 

はい。 

チャリティー演芸会は。 

演芸会を行事予定表に入れましたが、皆様に案内はありましたか。 

ありません。 

教育長には。 

来ていません。それでは皆様には７日の生活発表会、25 日の定例会の出席をお願いします。よろしいで

しょうか。 

 はい。 

 それでは 12 月の行事予定は以上とさせていただき、３）その他についてお願いします。 



12 

 

会議の経過 内     容 

 教 育 次 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

中 村 委 員 

教 育 長 

 令和６年度における県に対する要望について、岩手県県北広域振興局長発出文書が普代村長あて届きま

した。要望月日は６月 19 日、要望項目は学級編制標準及び教職員定数の改善についてです。今年度に入り

各学校での諸課題として教職員の病休や休職、退職者も１名ございます。教職員の労働環境の改善は子ど

もたちに大きな影響を与えるものになりますので、県に対し、また、国に対し、教育委員会から要望するも

のでございます。要望の趣旨は、資料の要望内容の後段記載のとおり、小規模学校における全国的な義務

教育水準の維持と均等な教育機会の保障のため、複式学級は基本的に解消し、学級編制標準の改善を法令

改正により図られるよう国に要望いただくとともに、免許外担任が解消されるよう教職員定数の改善と適

正な配置について強く要望するものです。この要望に対して先日県の取組状況、方針が出されました。そ

の内容は、小学校における国の学級編制の標準については、他の学年の児童と合わせて 16 人以下のとき１

学級で編制することとされており、県においても同様の編制としております。県では平成 16 年から、複式

学級において指導へのきめ細やかな指導を行うため、要望等も踏まえながら、県の加配定数を活用し非常

勤講師を配置しているところです。今年度、普代小にも１名配置しており、引き続き、加配定数の拡充につ

いて国に対し要望していきます。また、中学校については、免許外担任を解消し、きめ細やかな指導による

学習指導の充実を図るため、平成 14 年から県の加配定数を活用し免許を有する非常勤講師を配置する取組

を行っており、令和７年度以降の配置に努めます。引き続き、各市町村や各学校の状況を踏まえながら適

正な加配措置を講じていきます（Ｂ）。（Ｂ）の取組内容は、「実現に努力しているもの」ということで２番

目の反映区分となっています。今後の取組について期待したいと思っております。この件については以上

となりますので、委員の皆様からこの件について感想などありましたらお願いいたします。 

 委員の皆様から何かございましたらお願いします。 

 県でも人材が不足しているんですよね。 

 その通りです。取組状況の下から５行目に「14 年から県の加配定数を活用し免許を有する非常勤講師を

配置する取組を行っており…努める」と言いますが、実際ふたを開ければ、その数は年々減少していま 
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会議の経過 内     容 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

畠 山 委 員 

 

 

教 育 長 

す。「加配がいません、講師をやってくれる先生がいません、先生を見つけられません」。県の方針では沿岸

部に重点を置いた教員配置をしますと言いながら、ふたを開ければ先生がいません。以前も言いましたが、

県の試験を受けて合格せず、「あと１年頑張って教員を目指す」といった学生がどんどん減ってきている。

「教員を何としても志す」といった学生が少なくなっている。講師は、教員の免許は持っているが採用と

はならず、次の年の採用を目指しながら学校で教鞭を持っていただく方。その講師すらやりません。別の

職場に就いてしまう傾向が強いようでございます。ましてや県職員の募集、倍率も非常に減って、ある意

味レベルが下がってきている。もちろん基準点を超えないと合格しないので、採用枠を下回る状況も今後

有り得ると思われます。ここにも書かれていますペーパーティーチャーもいない状況で、また、定年退職

後の再任用を希望する方もいない状況。それだけ学校は大変だということ。業務の効率化を図るために校

務支援システムというのが今出てきましたが、年配の先生にパソコン操作はとても負担だと思う。40 年近

く教員生活をやってきて、35 年板書してきた先生にいきなり「はい、電子黒板だよ」「１人１台端末だよ」

と言っても向き合う意識が上がらない。あと２年で退職だと思うと無理することをしない。そうなると学

校間に格差が生じる。進んでいる学校もあれば、そうでない学校も。普代でも小学校と中学校でズレがあ

るみたいな。理解が進めばすごく便利ではあるが、ある意味働き方改革が進まない要因になっているのか

もしれません。良いものではあるが活用できないという状況。何でもメリットとデメリットが存在する。

おそらく今年度退職する先生も再任用は昨年度と同じ状況だと思います。 

 今回Ｂということで、今後に期待できるかどうかということだと思いますが、その中で、村でどうにか

先生方の負担を減らすことができないかということ考えていまして、小中学校の先生を増やすことが一番

だとは思いますが、以前、次長とお話とした教員業務支援員という村費の制度の活用は難しいですか。 

 現在、小学校に６人、中学校に３人の支援員を配置しています。本来支援員はクラスに入って、児童生徒

を指導する先生を支援する業務ですが、普代の支援員さんにはその他にも先生の校務の支援を時間の範囲

内でお手伝いすることを了解いただいています。 
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 畠 山 委 員 

教 育 長 

畠 山 委 員 

 

 

 

教 育 次 長 

畠 山 委 員 

教 育 次 長 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

畠 山 委 員 

 

教 育 長 

特別支援の先生も補佐的な業務を行っているということですか。 

本来先生がやることを支援員さんにやらせ過ぎないように校長先生に言っています。 

支援員さんの目的は子どもたちへのサポートということで、そこが疎かにならない程度ということだと

思うんですが、支援員さんへの教育的な研修等はやっているのかということが保護者の中で話がありまし

た。特別なサポートが必要な子どもへの対処にはトレーニングが必要なのでは。その中でペアレントトレ

ーニングというのがあるようで、そういった研修は受けているんでしょうか。 

学校を確認します。 

支援を必要な子どもをサポートする支援員さんの研修も手厚くしていただきたいと思います。 

特別支援員さんのお話でしたが、県内の小中学校で本村のように各学年１名を配置している手厚い学校

はないようです。特別支援員は支援を必要とする子どもの数に応じて配置されますが、本村では各学年に

１名配置しています。そして、担任と連携し学級を運営し、また、学年間での連携も行っています。繰り返

しになりますが、本村では各学年に特別支援員１名を配置していますが、他市町村では支援を必要とする

子どもの数に応じて特別支援員を配置し、その他に業務支援員を配置しています。 

基本的には支援を必要とする児童生徒のクラスに１名特別支援員が配置されますが、本村では９人の支

援員を村費で配置しています。先ほども言ったように支援だけでなく校務についてもお手伝いいただいて

います。ただし、頼み過ぎないように、頼まれ過ぎないように、ということをお話しています。 

そのような状況でも先生方の負担が重く大変になっているのはどうしたら良いのでしょうか。そんな手

厚い中でもこのような状況になっているのはどうしたら。 

必ずつけなければならない産休補充もついていない状況で、産休の先生の業務は他の先生が分担しなけ

ればならない。ますます大変になり、子どもでなく先生が体調を崩してしまう。悪循環に陥ってしまう。

「いません、見つかりません、ご理解ご協力を」って言われても、何をどう協力すれば良いのか、どう理解

すれば良いのか。頑張っては頂いていると思いますが。 
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 教 育 次 長 

教 育 長 

教 育 次 長 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 次 長 

 

 

岩手県だけでなく全国的な問題だと思います。 

全国的に教職員のなり手がいない状況です。 

前にもお話ししたと思いますが、１ヶ月ほど前のことで、高知県の教員採用試験で 130 名の採用予定に

280 名の内定を出し、約 200 名が内定を辞退したようです。このことは、全国的に教職員のなり手不足を

表しているものだと思います。現在、教員調整額の検討についても文科省と財務省で様々駆け引きが行わ

れているようです。処遇改善や働き方改革などの法改正も今後進められていくものと思われます。 

先生という職業に魅力を感じなくなってきているような状況です。給特法を見直すことは悪くはないと

思う。採用試験を前倒しすることは悪くはないと思うが、それで先生は増えないと思う。情熱をもって教

員を目指すが実際現場に来て、理想と現実のギャップに苛まれ退職する方もいる。先生の数を変えないで

労働時間を短くするのは無理。一定の時間を短くするのはできるかもしれないが、月 100 時間の時間外を

働いている先生が 40 時間になるのは無理。学校行事を止めればできるかもしれないが、だったら運動会は

何のためにやるのか、文化祭は何のためにやるのか。それは子どもたちが様々作り上げていく過程でいろ

んなことを学んでいくために大事なことで、先生たちの労働時間を減らすためではない。犠牲になるのは

子どもたちでしょ。 

今、教育長がお話ししたように減らすことも考えないと、先生の数が増えない状況で今の業務量をこな

していくことは無理だと思います。業務を見直して時間を減らしていかなければならないと思います。参

考までに本村の学校の年間授業時数は標準時数を大きく上回っています。しかし、改善の余地はあります。

授業外の時数を授業内に組み込むようにしていかなければならないと思っております。基本的なものから

見直していきたいと考えています。法律が変わっても人がいなければ何も変わらない。確かに市町村費で

教員を採用している自治体もありますが、それは国県の責務が薄れてしまうことにもつながります。法律

で定められたことですので、国や県の責務を全ういただきたい。市町村はそれを強く求めていかなければ

ならないと考えています。 
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 教 育 長 

大 村 委 員 

教 育 長 

大 村 委 員 

教 育 次 長 

 

教 育 長 

令和７年度の人事も始まりますが、今回はこれまで以上に強く求めていきたいと思います。 

岩手県の教員試験は難しいと聞いたりしますが。 

県によって難しさはあると思います。 

岩手県の教員不足に試験の影響があるんですかね。 

あるかもしれません。全国的に何十年も変わらない教員の労働環境、イメージといったものが凝り固ま

っていることが教員不足につながっているのかもしれません。 

県もそうだし、文科省もそうだし、変えることにすごく抵抗があるんだと思います。子どもたちのため

に変えなければならないところは変えていただきたいと思っています。 

閉   会 教 育 長 少し暗くなりましたが、以上で令和６年度第８回普代村教育委員会定例会を閉会させていただきます。

本日はどうもありがとうございました。 
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